
【次世代育成】読書で未来に光を---図書寄贈

2025年11月、上海伊藤忠は社会的責任の呼びかけに積極的に応え、雲南省姚安県前場鎮新街コミュニティに高
品質な図書を寄贈しました。今回の寄贈は児童文学や科学普及書など多岐にわたり、コミュニティの村の図書館の
蔵書を大いに充実させ、子どもたちの多様な読書ニーズに応えました。伊藤忠グループは常に「三方よし」の企業理
念を堅持し、積極的に公益活動に取り組んでいます。私たちは、知識が運命を変え、読書が未来を照らすと信じて
います。今後も教育公益に注目し、さまざまな社会貢献活動を継続的に展開し、社会の持続可能な発展に貢献して
まいります。実際の行動を通じて、より多くの企業や個人が農村教育に関心を持ち、子どもたちのより良い明日を共
に創造できることを願っています。

新街コミュニティから、会社の寛大なご寄贈

に対する心からの感謝を表す感謝状が特別
に送られてきました。感謝状の中では、今回
の図書がコミュニティの文化的な雰囲気を高
めただけでなく、子どもたちに知識の世界へ
の扉を開いたことが述べられて
います。コミュニティでは、これ
らの図書を十分に活用し、定期
的に子ども向けの読書活動を
開催して、子どもたちの読書へ
の興味を引き出し、健やかな成

長を支援していく予定です。



【次世代育成】青少年の総合的な素養の向上--Kids Day
2025年の夏休み期間中、伊藤忠は予定通りKids Dayイベントを実施しました。「次世代育成」という社会貢献活動の基本方

針のもと、北京伊藤忠、上海伊藤忠、広州伊藤忠はそれぞれ「健康的な食生活」「環境保護」「総合的な素養の向上」をテーマ
に、多様な教育活動を展開しました。

Kids Dayイベントは、伊藤忠中国における重要なCSR活動の一つであり、多様な教育活動を通じて青少年の持続可能な発
展意識と総合的なスキルを育成することを目的としています。これらの活動は、子どもたちの知識を豊かにするだけでなく、健
康、環境保護、金融知識への理解も深めました。

<北京伊藤忠>
健康的な食事の「グルメ」になる

<上海伊藤忠>
コーヒーかすの活用法

<广州伊藤忠>
私は小さな銀行家です

食品工場見学・健康的な食事作り

健康的な食生活ミニ講座

銀行見学・金融知識の学習

ビジネスマナー実践ミニ講座
コーヒー博物館見学

コーヒーかす石けんの作り



【環境保全】7年間ともに歩み、歩みを止めず
---ウォーキングイベント

2025年9月、第7回全社ウォーキングイベントが予定通り開催されました。伊藤忠グループのグリーン健康文化を象徴
するイベントとして、この温かく力強い活動は7回連続で開催されており、常に低炭素移動とグリーンライフを核心に据え、
社員が健康習慣を身につけ、健康管理意識を高めるよう導いてきました。また、SDGsの持続可能な発展目標を実践する
重要な取り組みともなっています。

イベントは「歩くごとに木を」をテーマに、健康ウォーキングとエコ公益
を深く結びつけています。伊藤忠グループは中国緑化基金会の「幸福
家園——希望の木を植える」公益プロジェクトに4年連続で参加し、社員
の歩数を愛の力として集め、寧夏回族自治区にクコのエコノミーツリー
を寄付しています。実際の行動で農村振興や土地の砂漠化防止に貢
献し、一歩一歩が緑と希望に変わっています。

吸収・貯蔵するCO2

14,832-66,744 Kg・年7年間 累計歩数
874,563,860 歩

7年間 累計植樹

3,708 本
※国家林業局の研究によると、1本の木は年間4～18キログラムの
二酸化炭素を吸収・貯蔵することができます。



【環境保全】コーヒーかすの回収再利用、環境負荷の軽減

環境意識の高まりとともに、廃棄物の資源化利用は企業の社会的責任の重要な現れとなっています。上海伊藤忠は持続可能な発
展の呼びかけに積極的に応え、2025年4月に環境分野のパートナーKAFFTECと協力し、コーヒーかすの再資源化プロジェクトを開始し
ました。本プロジェクトは、日常的に発生する使用済みコーヒーかすを回収・再利用することで、廃棄物による環境負荷を軽減すること
を目的としています。
この取り組みにより、ゴミ処理による環境への圧力を効果的に減らすだけでなく、循環型社会の構築も促進されました。今後も、当社

はさらなる廃棄物資源化の可能性を探求し、グリーンで持続可能な発展の実現に貢献していきます。

<起点> 上海伊藤忠で日常的に発生するコーヒーかす

<処理> 週に一度回収し、KAFFTEC（カファ学院）へ運搬
乾燥・消毒・微細粉砕処理を実施。

<再利用方法①>
親子イベントの材料
コーヒーかす石けん

の製作

<再利用方法③>
コーヒーかす原料の研究開
発他の再生素材と組み合わ
せてコーヒーかす製品の製造

<再利用方法②>
果物や野菜の肥料
として利用グリーン
農地の栽培

2025年度回収した
コーヒーかす

201KG

コーヒーかす製の
カップを製造可能

22,500個

二酸化炭素排出量
の削減

180-220KG



【地区貢献】従業員の健康を大切にし、価値ある職場環境を整える
--- 健康ケアシリーズ活動

より価値のある職場環境を整え、従業員の幸福感と帰属意識を高めるため、2025年度、伊藤忠グループは「従業員の健康を大切にする」
シリーズイベントを企画・開催しました。本イベントは、従業員に包括的な健康サポートを提供し、より充実した精神と健康な体で仕事や生活に
取り組めるよう支援することを目的としています。

健康は従業員にとって最も貴重な財産であり、企業
の持続的な発展の基盤でもあります。当社は常に「人
を大切にする」経営理念を掲げ、従業員の心身の健康
を最優先に考えています。今回の健康ケアシリーズイ
ベントでは、専門の医療チームや健康講師を招き、従
業員に科学的で実用的な健康知識と心のこもった健康
サービスを提供しました。

目の健康を守るための科学講座

健康診断

口腔健康講座

女性の健康とアンチエイジングに関する知識共有会「エコウィーク」―ベジタリアンランチ

健康的な食生活ミニ講座

中医学による問診



【地区貢献】困難を共に乗り越え、温かさと希望を届ける
---地域コミュニティの災害復興を支援

2025年11月、香港大埔区の宏福苑で深刻な火災が発生し、多くの住民が被災し、生活に大きな影響を受けました。
災害発生後、香港伊藤忠は迅速に対応し、香港赤十字会に寄付を行い、被災地の救援および復興活動を支援し、
被災者が一日も早く通常の生活に戻れるよう助けました。

今回の寄付は、緊急救援物資の調達・配布だけで
なく、災後の心理ケアやコミュニティ再建など多方面に
活用されます。実際の行動を通じて、被災家庭に温か
さと希望を届け、家の再建や自信の回復を支援したい
と考えています。

火災は無情、人間の愛は尽きず

香港で長年事業を展開してきた国際総合商社として、香港伊藤忠は企業の社会的責任と使命を深く認識し、「三方よ
し」の企業理念を常に守り、積極的に社会公益活動に取り組んでいます。企業の成長は社会の支えなしには成り立たな
いと常に信じています。今後も様々な社会貢献活動を推進し、企業市民としての責任を果たしていきます。また、より多く
の企業や市民が公益活動に参加し、活気と温かさに満ちた香港を共に守ることを呼びかけます。
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